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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成24年8月30日(2012.8.30)

【公表番号】特表2012-500984(P2012-500984A)
【公表日】平成24年1月12日(2012.1.12)
【年通号数】公開・登録公報2012-002
【出願番号】特願2011-524315(P2011-524315)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｇ  13/06     (2006.01)
   Ｇ０１Ｇ  17/04     (2006.01)
   Ｇ０５Ｄ   9/00     (2006.01)
   Ｇ０１Ｆ   1/76     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｇ  13/06    　　　Ｚ
   Ｇ０１Ｇ  17/04    　　　Ｃ
   Ｇ０５Ｄ   9/00    　　　Ａ
   Ｇ０１Ｆ   1/76    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年7月11日(2012.7.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　用量分配装置（３００）によりリザーバ（２００）から自由流動物質の所定の目標質量
ｍｚをターゲット容器（１００）に充填する方法であって、前記用量分配装置（３００）
は、前記ターゲット容器（１００）に前記物質の測定された用量を充填するように機能し
、前記用量分配装置（３００）は、前記リザーバ（２００）から前記ターゲット容器（１
００）へ流れる物質の、質量流速ｍ・の可変設定を可能にするバルブ（３１０）と、充填
プロセスの開始からの経過時間ｔを決定する時間計測装置（４００）と、前記ターゲット
容器（１００）内に存在する物質の質量ｍを決定するための秤と、前記バルブ（３１０）
を制御するためのコントローラユニット（６００）と、を有し、前記コントローラユニッ
ト（６００）は調整モジュール（６２０）を含み、望ましい質量流速ｍ＊・が前記調整モ
ジュール（６２０）に記憶され、さらに、時間ｔにおける質量流速ｍ・（ｔ）が、前記望
ましい質量流速ｍ＊・よりも小さい場合に、質量流速調整ｄｍ・だけ前記質量流速を増加
させ、質量流速ｍ・（ｔ）が前記望ましい質量流速ｍ＊・よりも大きい場合に、質量流速
調整ｄｍ・だけ前記質量流速を減少させ、前記質量流速調整ｄｍ・は、望ましい質量流速
ｍ＊・と実際の質量流速ｍ・（ｔ）との差により形成され、前記目標質量ｍｚは公差ｍＴ

内にあり、
　質量が前記秤に到達したときの時間と前記質量が前記秤により示された時間との間であ
る遅延時間τが存在し、前記望ましい質量流速ｍ＊・は、前記望ましい質量流速ｍ＊・が
、前記遅延時間τに逆比例するように選択され、前記望ましい質量流速ｍ＊・は、前記公
差ｍＴに正比例する、方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、前記質量流速ｍ・（ｔ）は、前記秤（５００）の信号
の時間微分から決定される、方法。
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【請求項３】
　請求項２に記載の方法であって、新しい質量流速ｍnew・の決定のために、前回の質量
流速ｍold・を、以下の式
ｍnew・＝（１－α）ｍold・　＋　α（ｍold・　±　ｄｍ・）
にしたがって前記決定に導入し、αはゼロから１までの任意の値とすることができる重み
係数である、方法。
【請求項４】
　請求項１に記載の方法であって、前記調整モジュール（６２０）は、等時間間隔で繰り
返し使用される、方法。
【請求項５】
　請求項１に記載の方法であって、前記バルブ（３１０）は、ハウジング（３１１）と、
円形の開口断面積を備える出口オリフィス（３１２）と、閉鎖素子（３１３）と、を有し
、前記出口オリフィス（３１２）および前記閉鎖素子（３１３）は、共通の軸上に配置さ
れ、前記閉鎖素子（３１３）は、前記ハウジングに対して前記共通の軸を中心に回転する
ように駆動され、且つ、前記共通の軸に沿う直線運動において、前記出口オリフィス（３
１２）の内外へスライドするように駆動され、さらに、前記閉鎖素子（３１３）は、円筒
形の閉鎖部（３１４）と出口通路部（３１５）とを有し、前記バルブ（３１０）は、前記
閉鎖素子（３１３）の直線運動（３４０）により開閉される、方法。
【請求項６】
　請求項５に記載の方法であって、前記質量流速ｍ・（ｔ）の大きさは、前記閉鎖素子（
３１３）の直線運動に対して正に相関する、方法。
【請求項７】
　請求項６に記載の方法であって、前記バルブ（３１０）は、前記閉鎖素子（３１３）を
等しい大きさΔＬの直線ステップで運動させることにより開閉される、方法。
【請求項８】
　請求項７に記載の方法であって、充填プロセスの間に、前記物質が流れ始める、前記閉
鎖素子（３１３）の最小直線変位Ｌmin、および／または、前記物質の流れが停止する、
前記閉鎖素子（３１３）の最大直線変位Ｌmaxが決定され、これらのパラメータはメモリ
に記憶されて、後の充填プロセスにおける質量流速ｍ・（ｔ）の制御のために、前記コン
トローラユニット（６００）により使用される、方法。
【請求項９】
　用量分配器具（３００）によりリザーバ（２００）から自由流動物質の所定の目標質量
ｍｚをターゲット容器（１００）に充填するように動作する装置であって、前記用量分配
装置（３００）は、前記ターゲット容器（１００）に前記物質の測定された用量を充填す
るように機能し、前記用量分配装置（３００）は、前記リザーバ（２００）から前記ター
ゲット容器（１００）へ流れる物質の、質量流速ｍ・の可変設定を可能にするバルブ（３
１０）と、充填プロセスの開始からの経過時間ｔを決定する時間計測装置（４００）と、
前記ターゲット容器（１００）内に存在する物質の質量ｍを決定するための秤と、前記バ
ルブ（３１０）を制御するためのコントローラユニット（６００）と、を有し、前記コン
トローラユニット（６００）は調整モジュール（６２０）を含み、望ましい質量流速ｍ＊

・が前記調整モジュール（６２０）に記憶され、さらに、時間ｔにおける質量流速ｍ・（
ｔ）が、前記望ましい質量流速ｍ＊・よりも小さい場合に、質量流速調整ｄｍ・だけ前記
質量流速を増加させ、質量流速ｍ・（ｔ）が前記望ましい質量流速ｍ＊・よりも大きい場
合に、質量流速調整ｄｍ・だけ前記質量流速を減少させ、ｄｍ・は、望ましい質量流速ｍ

＊・と実際の質量流速ｍ・（ｔ）との差により形成され、前記目標質量ｍｚは公差ｍＴ内
にあり、
　質量が前記秤に到達したときの時間と前記質量が前記秤により示された時間との間であ
る遅延時間τが存在し、前記望ましい質量流速ｍ＊・は、前記望ましい質量流速ｍ＊・が
、前記遅延時間τに逆比例するように選択され、前記望ましい質量流速ｍ＊・は、前記公
差ｍＴに正比例する、装置。
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【請求項１０】
　請求項９に記載の装置であって、前記バルブ（３１０）は、ハウジング（３１１）と、
円形の開口断面積を備える出口オリフィス（３１２）と、閉鎖素子（３１３）と、を有し
、前記出口オリフィス（３１２）および前記閉鎖素子（３１３）は、共通の軸上に配置さ
れ、前記閉鎖素子（３１３）は、前記ハウジングに対して前記共通の軸を中心に回転する
可動性を備え、且つ、前記共通の軸に沿う直線運動において前記出口オリフィス（３１２
）の内外にスライドする可動性を備え、前記閉鎖素子（３１３）は、円筒形の閉鎖部（３
１４）と出口通路部（３１５）とを有し、前記バルブ（３１０）は、前記閉鎖素子（３１
３）の直線運動により開閉可能である、装置。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の装置であって、前記閉鎖素子（３１３）の前記出口通路部は、可変
開口断面積Ａを備え、前記閉鎖素子（３１３）の直線変位は、前記バルブ（３１０）の前
記開口断面積Ａに対して正に相関する、装置。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の装置であって、前記閉鎖素子（３１３）は、可変角速度ωで回転可
能であり、前記角速度ωは、前記バルブ（３１０）を通る物質の流れの質量流速ｍ・に対
して正に相関する、装置。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の装置であって、前記バルブ（３１０）は衝突機構を有し、可変タッ
ピング周波数Ｆのタップが、すでに開放しているバルブに対して向けられ、前記タッピン
グ周波数Ｆは、前記バルブ（３１０）を通る物質の流れの質量流速ｍ・に対して正に相関
する、装置。
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